
南関町が目指す教育の方向

令和7年６月17日（火） 南関町立学校のあり方検討委員会
南関町教育委員会



第2回あり方検討委員会までにいただいた主な意見≪第1部会≫

『豊かな心と確かな学力を身に付け、心身共にたくましい
子どもたちの将来像について』

・乳幼児期からのつながり、小学校から中学校へのつながり

を大切にしてほしい。(ギャップに苦しむ子がいるため)

・心の面での安心や安定、楽しいと思える学校を作ってほしい。

・南関町は人権教育を大切にしている。それを生かしてほしい。

・不登校やいじめに柔軟に対応できる学校づくりを。

・ICTの活用など全国的な流れに乗るだけでなく、南関でしかでき

ないことを学び、経験させたい。特色ある学校づくりを。

多くの意見が南関町（国・県も）が目指す学校教育の方向と合致

















中央教育審議会教育課程企画特別部会
第４会会議資料より(抜粋)







現行の学習指導要領下で実現可能なこと（各校に検討要請中）

単位授業時間、年間授業週数の検討を基にした
週時程や日課の見直し・変更で学びの場を確保

〇裁量の時間(仮称)を生み出し、児童生徒が主体的に計画・
調整し、探究活動などを行う時間等を設定、実践の継続に
より自己選択・決定・自己調整力の獲得を支援
〇余白の時間を確保し、教職員の主体的な研修・研究を支援



















あり方検討委員会
の視察を検討中



中教審（教育課程企画特別
部会）では「学びに向かう
力・人間性」をより重視す
る方向で協議中
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授業時間見直し等による新たな学びの場の創出は
児童生徒の自己選択・決定・調整の学びの強化や
多様なニーズ・願いに応え自己実現へ向かうもの

南関町教委はこれらが一人一人を大切にした南関町
ならではの特色ある教育の実現への推進力と考え、
情報収集、周知など各校への伴走型支援を実施。

中教審は学びに向かう力・人間性の深堀り、質の
高い探究的な学びの実現を重視した協議を進行中


	スライド 1: 南関町が目指す教育の方向
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26

